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低
空
飛
行
で
爆
音
被
害

３
月
15
日
、
小
野
地
域
の
市
民

か
ら
「
ヘ
リ
が
墜
落
し
た
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
情
報
で
、
消
防

署
・
消
防
団
や
警
察
、
大
分
県
の

捜
索
ヘ
リ
も
出
動
す
る
騒
ぎ
と
な

り
ま
し
た
が
、
墜
落
は
し
て
お
ら

ず
、
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
で

し
た
。
米
軍
機
は
、
日
米
地
位
協

定
に
基
づ
き
日
本
の
国
内
航
空
法

の
適
用
外
で
、
全
国
各
地
域
で
爆

音
被
害
や
落
下
物
な
ど
で
地
域
住

民
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
小
野
地

域
で
は
住
民
か
ら
「
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
と
は
ら
は
ら
し
た
」

「
た
だ
怖
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ロ
ー
ル
ー
ト

九
州
の
訓
練
コ
ー
ス
は
、
イ
エ

ロ
ー
ル
ー
ト
（
左
の
地
図
）
と
呼

ば
れ
、
大
分
県
の
犬
飼
駅
付
近
か

ら
玖
珠
町
、
日
田
市
、
英
彦
山
付

近
で
急
角
度
旋
回
し
、
佐
伯
市
宇

目
町
の
北
川
ダ
ム
ま
で
を
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
い
ま
す
。
日
田
市
小
野

地
域
で
は
ル
ー
ト
の
下
に
あ
た
り
、

数
回
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
情
報
収
集
を

大
谷
市
議
は
、
通
報
や
市
の
対

応
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
。

総
務
部
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
通
報

は
令
和
４
年
３
件
、
令
和
５
年
３

件
。
市
民
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
情
報
提
供
を
周
知
す
る
」
ま
た

「
住
民
が
騒
音
が
大
き
い
と
い
う

時
は
騒
音
測
定
器
を
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
市
長
は
中
止
を
求
め
よ
」

「
低
空
飛
行
の
中
止
な
ど
県
と

連
携
し
九
州
防
衛
局
に
申
し
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
質
問
。

市
長
は
「
住
民
の
不
安
解
消
の
た

め
、
必
要
が
あ
れ
ば
県
と
連
携
し

情
報
の
開
示
や
安
全
管
理
に
つ
い

て
申
入
れ
を
行
う
な
ど
適
切
に
対

応
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

大
分
県
内
で
は
、
大
分
市
で
は

大
学
や
団
地
の
あ
る
敷
戸
に
ミ
サ

イ
ル
基
地
建
設
や
、
由
布
市
の
ミ

サ
イ
ル
部
隊
の
配
備
、
大
分
県
は

石
垣
島
の
住
民
の
避
難
受
け
入
れ

の
準
備
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
有
事

対
応
の
強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

大
谷
市
議
は
６
月
議
会
で
、
米
軍
機
の
低
空
飛
行
に
つ
い
て
質

問
。
部
長
は
「
市
民
か
ら
の
情
報
把
握
に
務
め
る
」
と
、
市
長
は

「
必
要
が
あ
れ
ば
県
と
連
携
し
対
応
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

低
空
飛
行
は
、「
台
湾
有
事
」
を

想
定
し
た
訓
練
の
強
化
と
み
ら

れ
九
州
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

西
日
本
新
聞
６
月
28
日
付
の
１

面
に
は
大
き
く
「
米
軍
低
空
飛

行

苦
情
の
嵐
」
と
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

小野地区の住民の話を聞く大谷、日隈両市議
「でっかい機体が私の真上を」と住民(4月7日)


